
ｔ

が
等
閏
脹
蹴
し
た
方
面
を
鯖
指
す
る
趣
害
で
冴
言
．
、
淀
し
ば
『
前
稿
」
で
沢
の
よ
う
旗
い
う
穴
・

一書の作品中「奉王』の語蚕礒用すち勿口「秦王飲酒」《芸》「答款簔短歌」宝ゞ
鐙者の秦壬が唐

の
太
宗
で
謁
勇
今
と
い
、
フ
ご
と
口
油
穗
「
害
づ
い
太
宗
」
（
『
李
篝
誰
究
』
算
軍
毒
）
脾
の
べ
注
●
、
「
奏
王
歓

酒
」
の
苓
制
も
壱
⑦
太
一
函
で
あ
ス
ー
フ
ニ
と
蔵
、
丘
と
ん
ど
動
く
ま
い
御
炭
だ
や
ぞ
楓
何
二
重
一
珂
の
尋
褐
の
出

一
奏
黙
に
お
い
了
の
こ
と
で
あ
「
て
。
戒
立
し
た
作
品
ロ
、
害
例
大
宗
仮
隈
定
下
帆
な
唾
書
這
的
な
雪
琴
王
」

・
芝
ヴ
穴
っ
て
い
ろ
、
Ｚ
わ
た
し
付
感
じ
る
夕

な
お
、
こ
の
時
は
獄
づ
か
な
か
、
た
が
、
陳
本
禮
の
『
協
律
鉤
元
』
価
「
泰
王
」
応
前
泰
の
持
主
を
》
琴
、
Ｔ
Ｖ

ろ
．
ま
て
「
雰
王
飲
画
」
⑦
鶉
廻
、
出
發
艶
Ｆ
お
い
Ｔ
「
奏
王
」
が
壱
の
太
宗
で
あ
ｚ
う
と
い
-
フ
椎
測
何
壱

〆
・
画
一
-

の慧述の『雨寄鐵部』（一壱代翻究のＬ”一命〃』葬一ハ航吹）に引く太宗今の瞬句によっで支え令汎

ぢ
だ
君
つ
。貞

観
五
年
・
太
簔
突
蕨
差
顧
川
、
嗣
儀
殻
に
塗
く
委
釧
訂
汗
蓬
菫
Ｌ
、
上
言
詩
泊
梁
鵠
乏
賦
す
。

御
製
、
絶
域
降
耐
天
下
卒
絶
域
降
耐
Ｌ
天
下
平
な
り

祁
遍
日
八
表
濤
事
慌
聖
情
八
表
：
需
聿
堅
債
悦
ぶ

隼
忌
白
雲
服
霧
欽
天
弛
明
雲
鰯
け
露
欽
ま
つ
了
天
災
明
な
り

元
餅
白
豊
試
日
観
稗
雲
亭
壹
到
Ｌ
了
曰
潤
す
毒
雲
亭

主
さ

議
鵜
日
太
常
具
禮
方
告
成
大
索
稽
圭
具
し
可
方
一
卜
成
る
王
吉
ぐ

表
の
玉
縄
議
の
『
王
海
』
巻
学
一
二
五
十
九
Ｋ
も
同
文
垂
載
せ
．
『
全
喜
詩
』
巻
専
一
に
は
師
者
を
予
拭
寺
抓

「
帯
」
「
准
蔑
王
」
「
庚
孫
需
忌
」
「
房
玄
齢
」
一
議
篇
」
と
訳
す
、
迂
請
盲
冨
罪
観
五
年
」
向
「
喜
観
四
琴
」
迄

＄

鏡〆

一

ヘ

し

瀞
＝

一

Ｉ

饗・
Ｊ '０１６
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一

一



叩哩・・
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■

偲

再
・和．砂山』

■
和
・
鄙
．
・

砧
、
Ｉ
・

争鉦設肌。
・・．・ｒ恥ｎｏ

里
弔
■
・
丸
日

●蝿理ｒＬ■唯叩■。

．
仰
弧
１
．
貼

独

・

■

．
、
毎
-

峠．・・

・・山●蔽汗

砧・Ｉ＃。ｒ■

》Ｊ一・｛
騨罫

十■ＬＬ■
Ｊ･喝:

■ 。

恥-

母・誠
■ＪＪ１・

曲．・ず、

ｈ
ｆ

韻
・
Ｊ
Ｋ
幸
．
．
ｆ

和
．
■

．

、

■

Ｊ

・

弘紗、．．．嗜好．叩

一

寺『

｜・甲

̅

維
字
側
十
七
湾
で
“
同
じ
入
書
一

極
字
と
同
じ
入
聲
な
が
ら
隅
ろ
．

王飲酒」霊一云至結句の誇字と垂〈逼す石。で吋初二句の韻字切擢・碧と聯句とどぅ關杓ろ呵抑７

通の蕊街する「絶滅」⑦域字口入聲一千四識．すなわち「奏王蕊汽遊八種」の径字笙同鋪下ある１１

鍵字側十七蕊で同じ入聲でばあっても隔庶ろが、「劒光照室天自碧」の窪字もま夜二十二昔でぺら

准
安
王
神
逼
は
、
李
質
の
五
世
の
租
の
李
壽
・
宇
憾
神
遍
、
で
あ
っ
た
。
舅
が
こ
の
聯
句
に
開
化
を
砲
グ
い
け

す
は
な
い
。
見
杓
は
聯
句
の
韻
字
は
下
卒
聲
Ｔ
、
苧
・
明
か
十
二
実
．
慣
・
威
が
十
四
蒲
．
苧
が
＋
五
声
て
「
琴

一太奈の作に唱和する四人の順亨は、篭爵の大宗の近臣とし、丁の序列差一郎すだ君’フ．どこ弓が，

そ
椎
な
ら
十
三
年
緩
の
舅
観
十
七
年
・
大
宗
の
毒
で
穴
凌
痩
閣
Ｆ
、
「
潅
附
天
下
平
」
を
分
読
Ｌ
Ｅ
一
ス
ロ
關
國

の
功
臣
と
し
て
そ
の
圖
量
橋
か
楓
石
が
、
高
租
李
淵
の
詮
簔
應
腰
ち
ぽ
や
霞
呼
應
Ｌ
・
彰
句
Ｔ
「
鍵
域
」
を
轍
術

し涯神逼口「鯛臣」》”列順不局め・神穏はあの聯句翻年の十二月に世乏去ってぱ肥民が銅

一病燗脾一墨画『姪霞霊古棲詩選』巻二の》『室雲壼く前の大雪長公主逢い震す」ろ悔仮いら「猶〃

糯師逢綴ゐ了三事に冠たり●窓畷の聡子ぼ畏椴功犀・こ察煙閣上に名駐黒Ｌ・鳶寸差闘気観壱の第

諏
遍
ら
四
臣
の
句
口
太
宗
の
司
乏
敦
衙
Ｌ
←
神
通
が
「
維
域
」
を
、
需
忌
が
一
「
《
隣
附
」
を
・
玄
爵
が
「
天
下
」

を
謎
》
議
題
が
『
平
』
達
←
分
散
歌
頌
す
る
。
》
、

ど
の
聯
句
全
髄
が
「
秦
王
飲
酒
」
の
ほ
じ
め
の
四
句
に
酩
似
す
る
が
、
寺
島
に
楡
察
寸
柄
ば
、
大
宗
の
司
直
奉

王
飲
酒
」
の
河
二
句
神
通
の
と
一
二
四
句
．
窯
忌
の
と
五
ｉ
九
句
玄
齢
の
と
＋
Ｉ
士
一
弓
・
請
塙
の
と
十
四
結

敢
肋
ね
ば
な
ら
め

句
が
對
庭
す
る

今
ｑ
一

一

己

一

｡ 一一Ｊ

、

へ

÷

ｆＦ少・｝｝。．梺一も二国語弛皇

』
ロ
←
・
’
凸
・
』
．
“
丁
丸
し

二

一

コ

凸

も

■

■

饗
蛾拙

ｆ

之

一

二

← 二

芋
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毘

ｻ
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０

一
幅
-
人
」
．
僚
代
窯
縛
の
論
人
痕
童
房
感
慨
が
あ
る
と
す
楓
蔵
、
・
神
逼
の
子
孫
の
李
賀
脈
思
い
の
無
か
ろ
う
は
ず

が
な
い
。
「
雨
儀
殿
聯
句
」
と
「
泰
王
飲
酒
」
と
”
意
味
と
押
韻
の
雨
面
寿
の
對
建
共
逼
は
．
偶
然
で
同
な
く

薄
議
し
了
の
追
細
だ
ぢ
、
フ
。
共
逼
す
ぢ
と
二
弓
が
童
議
し
て
の
鐵
應
な
ら
、
共
通
せ
め
と
こ
言
毛
ま
灰
偶
然
で
は

・
臣
避
窒
一
一
、
差
樗
．
四
実
威
・
く
満
す
る
唾
巽
電
聖
旨
童
睾
蓮
ご
Ｌ
御
毫
雲
居
臣
の
力
な
ら
ん
や
。
ゞ

同
じ
歳
、
城
壷
で
観
兵
式
雲
行
ら
た
と
言
高
租
語
亨
か
ら
蕊
魂
些
縄
宍
堂
等
謬
蚕
遍
〃
・
未
央
宮
乖
廼
専
Ｓ

Ｌ
、
三
塁
〃
上
あ
き
ぽ
み
汀
侍
に
辰
。
高
租
吋
突
職
⑦
韻
裁
可
汗
阪
葦
、
了
震
、
つ
よ
う
旗
命
じ
-
ま
た
南
越
の
酋
’一》

畏
潟
震
戴
堕
討
を
詠
じ
夫
登
雇
ぉ
、
ろ
ど
葵
う
て
呼
三
胡
趣
、
一
家
と
可
臺
古
へ
よ
り
圭
産
戸
有
今
喝

宗覆なＵ」診太宗が震を奉じ壽垂上司工嘆う「臣つと仮落訓蓬蒙敵．教血ろ仮文道逹以てす．こ

こ仮簔漁広従Ｕ・壼邑乏雫定す。》’１．三數年⑦間隠匿字を混一す。天慈壽蔑．遂に重仕王蒙苓。

い
ま
上
天
祐
け
乏
菫
・
毎
時
釦
Ｌ
濤
巽
Ｆ
、
被
雲
左
滝
壷
墜
止
臣
妾
と
な
畜
二
汽
豈
広
臣
例
智
力
な
ら
ん
稲

恐載上雲聖舅灰由石」。高粗は大悦びＬ群臣盈ご菖歳と←等び．蒲の”元臺一再散會Ｌ穴。

高租の武徳九年ニハ’二二ニハ月、奏王踵員付兄切篁太子婁域・毒②齊壬元吉とそめ諸子乏殻Ｌ’

な
く
：
企
臺
計
算
士
杁
た
も
の
と
せ
ね
ば
汀
蕃
ま
い
。
ｆ

『
薑
唐
雪
』
嘉
溺
擢
陣
よ
狐
ぱ
ゞ
壹
種
八
雫
（
六
三
ｇ
三
月
甲
恵
一
高
識
睡
西
要
薇
個
使
者
を
雨
儀
殿
仁
識

是
ロ
千
重
歳
蓋
壷
上

窒梱
流
藻
Ｌ
了
い
、
望
．

、

‘

一
Ｏ
０
０

Ｒ
Ｅ
ｒ

戻孫無忌差鎮．鼻可い・？。

。

Ｌ

當今→壼棗垂賑す．←古へ未だ薑→窪．萱与す

尾て矛上”
琴
。
エ
愚
種
腫
大
財
匪
礎
び
．
酒
主
去
宗
雁
鳴
う
辰
。
太
宗
も
手
炭
鷆
芝
奉
じ
壽
堂
上

童蝉

-

野

lOl8
←



「
１

､
÷

尺
．
い
ｈ
ワ
ろ
玄
武
門
の
妻
で
あ
る
。
濤
租
は
歩
む
な
く
世
民
を
皇
太
孑
と
呉
八
月
．
み
ず
か
ら
太
上
篁
乏
穂

し
、
位
乏
世
民
仁
諜
っ
た
．
世
民
が
印
弓
大
宗
で
・
翌
年
が
貞
観
元
年
だ
。
四
年
へ
六
三
ｓ
の
聯
句
付
天
子
太

宗
の
作
〆
近
臣
李
神
通
ら
が
唱
和
し
涙
・
神
通
は
臣
で
は
あ
る
謎
高
租
の
彼
茅
だ
。
八
年
の
雨
儀
畷
に
藤
ん
だ

寓
租
は
も
と
よ
り
太
上
室
と
Ｌ
Ｔ
で
あ
り
．
「
窒
今
塞
実
●
率
服
す
・
畠
へ
未
だ
誉
Ｔ
有
ら
ず
」
と
画
・
「
謂
れ

の
時
代
派
や
御
な
か
っ
た
一
三
重
、
亀
子
は
や
り
と
げ
涙
」
と
い
う
二
と
で
瞳
居
か
ら
堂
主
へ
の
お
世
議
尺
菰

長
孫
無
忌
乏
顧
鈍
了
い
っ
た
の
は
、
四
年
前
仮
同
じ
場
餅
下
あ
う
及
専
と
そ
こ
で
⑦
聯
句
を
ち
や
ん
と
知
ワ
マ
い

て
お
詞
は
〉
て
の
と
宍
、
「
雲
波
零
叡
天
沌
朋
』
と
歌
っ
た
幸
フ
だ
が
、
す
る
と
き
Ｌ
ず
材
お
楓
ぼ
雲
霧
」
と
い
-
フ

と
ご
弓
だ
な
-
と
の
応
も
響
か
せ
て
い
る
氣
味
で
あ
る
。
玄
武
門
の
毒
の
重
策
者
が
窯
忌
で
あ
り
、
〒
の
結
果
と

し
て
高
租
が
退
位
Ｌ
世
員
が
天
子
迄
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
丑
蒸
の
秘
密
で
易
司
八
。
「
千
葛
歳
壽
」
を
上

る
と
宍
、
末
す
が
の
窯
忌
も
汗
び
っ
Ｌ
族
〃
だ
っ
八
再
う
。
高
祖
の
大
い
脈
悦
ん
だ
の
、
-
空
ぞ
ら
し
い
「
千
蔑

歳
妻
」
に
よ
り
は
無
忌
の
慌
て
よ
う
仮
向
け
ら
打
衣
も
の
Ｔ
あ
う
八
弔
う
。
太
宗
の
「
流
涕
」
も
ま
辰
・
あ
の

聯
句
が
太
上
室
に
及
ぼ
し
た
效
栗
例
兎
い
な
け
な
天
、
Ⅸ
毒
づ
い
展
二
と
に
閲
ろ
に
重
Ｖ
な
い
。

つ
い
で
な
が
ら
憲
噸
氏
が
引
く
大
宗
①
『
鳳
賦
』
は
．
『
薑
害
薑
』
⑦
薑
云
葬
無
見
傅
」
仮
は
「
威
風
鼠
」
と

し
可
引
か
綱
．
大
宗
の
妻
文
徳
菫
危
の
元
寸
な
わ
再
外
戚
た
る
窯
忌
の
「
權
籠
過
盛
」
仮
對
す
弓
世
の
非
蒙
を
陰

く
こ
と
差
目
的
の
一
つ
と
Ｌ
元
作
〃
、
、
當
の
鐸
・
忌
仮
輿
え
涙
毛
の
で
、

蚕
《
頭
誓
に
毒
っ
て
鯛
散
じ
、
英
才
仮
託
し
工
穐
全
池
。
．
：
…
雷
震
い
流
夷
達
し
て
・
雲
葉
差
畢
小
暮
ま
で
芳
傅

と
錫
で
た
く
歌
い
あ
げ
る
が
・
黛
忌
の
輔
立
す
毒
⑦
右
の
高
需
鰍
外
の
．
§
大
宗
⑦
子
了
名
望
湯
惠
急
切
瓦
あ
る

、

。 せ
ん
」
》
、
》

一

才
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裳
喝
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期叫．“ｌ尹一
灘．．-聯,蛾
. . . ､ 坐

八１日・・輻￥《一一
ｆ

言

三

二

ヨ
ｆ

二 普主・軸一ヤぼ・「秦王」ｚ對する薑と-二、季雪賦何乏に原繕い尺のか．インド副ぢ天竺より將釆式舸八佛

一謡②裁く莞雲鈴聖一士」で両っ薩弓う・一奉王猷酒」中の「識螺」と「劫茨飛壼」びその鍵贋。

三季炉『劫灰荊蓋」乏儀鐙卜零わ尺、一二．識藻」｜瞳跡つかり、「頭瑛」画日天子達呼Ｕ、日天子は轌論

一藩至遼導ま”天竺仁おける出俗王の嘆塾二韓識聖王」勵篝蓄乏鋳經の描壽に見祇ば、自露に寺の

窪
普
遍
的
な
『
琴
王
」
蓮
は
、
苧

富躍いＶ今「世俗」王一ぐ弱ろ◇

毒
と
稲
す
ろ
ご
と
が
多
か
可
た
か

畷”上によって「素王飲謹」が宮の大宗と畿菫にも開ろこと乏確グめ贋・と画いっても一秦王」

蔀太宗と限定Ｌ得ないことｐ・現に森潔氏ラの高げろ諸説が大宗以舞の帝王氏弓菱二綱に趾定す

毒《ごど目鵠が物語『ている。「霧一土』壹太宗とするの、》二⑦詩の蕊想の出發罵派おＶ元の一｝と

可窃うて・成立Ｌた仔品は、喜切太宗Ｆ限定ざ症なり、篶逓的ひ「秦壬」乏冷たつＴＶろクとい

』

。

ｅ

、
っ
前
以
で
あ
る
。

奇、》ろ。了．

せ
▼。聴
識
淑
上
に
よ
っ

呼例穀永淑あるいは建ざけら洞乙や》明薔環才〃の塵卜忌の計に上うて・大宗賊年の妻哩年阿皆

く
ど
毛
高
宗
に
筵
う
て
何
蕊
母
に
堂
暮
が
《
一
惠
宗
減
太
奈
の
死
衞
、
閲
と
つ
了
や
が
て
篁
后
に
す
る
。
武
副
天
元

、
．
》
け
Ｄ
今

。

己

・

可

■

Ｐ

一

凸

ある。武則天圃太》宗の構力雲中の方差をそ《『くり真似マ・害潮をいう穴人溌亡示せろ-武別天の

凸
エ

も
凸
』
●
ｂ
４
』

老
衰
に
乗
じ
中
宗
が
復
辞
す
る
が
、
『
新
壱
書
』
の
「
我
一
千
一
億
」
に
よ
洞
ぱ
ゞ
そ
の
中
京
付
雨
鶴
畷
で
童
Ｌ
・

胡
駒
鑿
人
た
ち
稚
合
生
歌
と
い
う
流
行
歌
達
彊
之
ま
ぜ
て
・
ぼ
し
や
学
葦
わ
る
《
一
・
秦
王
飲
酒
」
の
供
雲
逢
待
佛

三

星

寺
這
季
、
薮
い
か
葱
ろ
音
ひ
。
權
力
垂
集
中
し
て
恋
に
行
使
す
る
中
國
碕
王
、
森
鶏

■

◇
〉
一
…
識
垂
な
ぜ
毒
王
と
帳
ラ
の
か
。
雲
時
イ
ン
搬
に
識
Ｌ
了
中
園
を
呼
ぶ
と
ま
・

一
一
」

、
ムヘ

〃
’ ・ 記

霧で

一Ｆ

一一

」｜吾｝一・一。．》．一一 諺

二
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筵
は
確
か
だ
が
．
宗
緬
堀
出
噴
麦
示
さ
な
い
．
￥

少

ｒ

与

り

-

、

「
泰
王
飲
酒
」
第
四
旬
に
「
劫
辰
飛
藍
」
の
語
が
み
え
ろ
。
呉
正
子
の
注
仮
い
う
。

三
輔
蕾
園
匡
雪
ふ
。
藻
武
初
防
了
員
吠
弛
を
琴
ち
窯
土
重
得
。
以
て
東
方
認
に
闇
ふ
。
報
對
ヘ
マ
曰
く
一
窪
Ｉ

墨④以て此差知弓一卜足らず。西域，瑚人仮閣ふぺし」と・胡人冒く「二舸劫焼の舞涜な〃」〉一〉雌

剛
末
・
注
家
も
評
家
竺
涼
達
蒸
ふ
。
ご
属
で
病
の
孫
星
領
・
荘
建
吉
扶
正
二
溺
蓋
圏
』
の
源
氏
璽
壼
に

よ
御
は
．
『
三
輔
萎
園
』
口
『
晴
書
』
の
鐙
篝
走
広
娼
め
て
見
え
、
魂
◇
管
の
書
に
そ
の
名
を
引
く
が
、
現
脈
疲

ｊ

額
す
る
本
は
後
人
が
諸
雪
可
特
の
記
事
芝
乱
入
増
凄
Ｌ
庇
も
の
”
簔
舸
Ｌ
い
も
の
を
測
去
し
た
孫
氏
今
的
本
に
、
《
・
一
一

異
性
に
引
く
記
事
け
見
え
な
い
．
張
減
編
二
一
輔
埜
季
』
に
「
読
帝
初
奪
殖
・
得
票
土
、
帯
間
東
方
朔
．
朔
冒
ｂ

西
域
胡
人
知
之
・
乃
問
胡
人
胡
人
ヨ
劫
涜
之
餘
次
也
」
と
．
酷
似
す
る
記
事
蓬
掲
げ
・
出
鈎
を
「
藝
文
韓
謹

と
注
す
る
が
、
汪
紹
摺
校
識
『
善
文
類
蒙
』
に
、
見
え
な
い
よ
う
戸
．
二
一
鞠
放
事
』
も
委
た
『
清
書
』
に
媚
例

了
見
え
ろ
．
す
な
わ
有
、
異
性
仮
引
く
頴
事
が
孝
寶
の
一
劫
茨
」
の
騨
擦
で
あ
う
辰
と
定
め
る
に
何
疑
い
茎
得
す

Iご 對
捺
存
任
と
し
て
の
世
俗
王
「
琴
王
」
に
到
達
せ
ぎ
者
を
得
な
い
。

る
つも

っ
と
も
．
梨
の
縫
傭
稀
の
編
輯
し
た
『
弘
明
察
』
（
四
部
慧
刊
）
老
一
一
に
収
め
る
宋
の
宗
炳
の
「
明
佛
論
」

「
東
方
朔
か
蕊
武
Ｆ
對
へ
Ｌ
劫
洩
の
識
」
の
藷
が
見
え
》
ろ
の
で
・
そ
の
頃
す
て
に
一
易
種
の
説
話
ワ
あ
う
涙
（
一

五

袋

苧

篭「

～



二

寺

一 口 ■ ー

李雷が一一電城篭』壹撫家し秀ハこと側醗〃だ．”〉て②讓者について記す言の篝這言一⑦『霜高僧傅』

蓬壼んだろうご淫一愛渡稿言善梶’一麺支嬉と李駕皐博」（一李篝研実』篝元號）帝述べた。鉾教罵悪

蓬基鹸迄筐序言一に屡一琴響八塁十雲書索産舞蓬見な縁と篭一一号ろ人もいぢが．中國の詩人た弓刀寿湘

うぽど偏旗で扉難悪遣が〉て塚癒〆一塗穴産乏Ｌかつたと何．考え難い．富の穴の長安・洛陽の併奇ロ．・か

在
俗
の
官
吏
や
〉
一
-
の
線
艤
と
い
つ
く
一
三
誰
識
人
に
住
居
差
捷
鑑
Ｌ
・
層
院
膵
備
え
る
饗
盆
〈
け
．
￥
れ
ら
詩
人
支
次

篭
む
ニ
ヱ
垂
許
し
て
吟
涯
の
で
、
霊
室
テ
エ
舞
轟
誘
識
麦
凄
鐵
よ
・
フ
と
す
る
入
庶
宥
”
、
儒
教
に
ば
な
い
》
奇
異
荘
震

な三語宇宙乏・〉てご脈甜切蕊Ｌ灸診へだ《←症魔か楓らは猿淀露見がいか仮博大盤寒であっても、そ机

を書く詩文狼露呈す看乏と軍宰しんだが宰譲香仮装うて兼識廿約かぎ球ぞ⑦堂騨、見えない釣

◆

“

記事汀のだ説づが讃

》蕊の録慧絞の毒一層博』（寿遥舗購大蔵擢鴬五十遥巻一の壽一霊顔一こにいウ．

昔ゞ・淳象曜〆気明光を穿考、礒喧鴎侭憲得沃〃・以Ｔ索方朔に・閥ふ”朔孝か「委くせず・西域

凸

己

鈩

ｒ

も

一

》
・
ぐ
輪
し
》
．
・

■

幸

■

Ｐ

己

・

の人に闇ふくＬ」》莚．一虐冬窪藺すそ臆至る。衆人這ひＴ以て之差閣、ハ。雨云、跡「世宗鰈室

●

するとぎ劫-火洞涜す”一易灰は二垂な〃」と。潮の壹堂銅潮・筐斗〃ろ巻ばなはだ夢Ｌ・

■

●

●

・竺法菌は中天室の人で舎・溌溪の照帯”鯛家季十尋〈差廷）《舞室一＄いば’一；八壷’二五）一に洛賜に末尺

●

●

Ｉ

◆

●

一

年凸宇の

と
い
わ
細
ろ
．
さ
“
一
・
｛
》
》
蓮
や
震
》
鋤
《
諮
：
…

●

テ

Ｃ

プ
ロ
。
■

”
Ｐ
一
。
子

『高憎博』聴壺鵡佛論』準《》よゞ
雌蕊考遥繩弱く杭夢。いま銅『三蕪篝園』ある＃はご蕊散華』広

見える蕊フ壷議事がざ表以誠毎雪二輔鳶鼠』豚湯、てま一翁墓這鮫Ｌ〉マ打に嬉ラ炭のかゞ
ある峠は

『高漕篤』制ゞ
の記襄襄諏蹄Ｌ宝蔵蓬「調人』とＬ汲劇が、今の二一鋪箒圖』ないし『一一一鋪故事』②

一

舎壷ぐ…

乏一

虫手

ニデ

簿

Ｌ

'５．２２ /0２２

！
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--，̅鳥可､
＆ ･ 研 . Ｌ 巳 甲 . -

白 土 .

唖
・
咄
守
Ⅲ
罰
・
甲

。
￥
九
・
・
．
■
一

・Ｊ．Ｆ〉４・叩．．-

｜Ｌ，■一■画

一鞭“-一・韻一一．

｜
，
円
ロ
・

｜
弔
い
・

壱
、
士
目
．
ご
』
印

Ｔ
１
，
．
・

玲究苧》
蝿-蜂、

坤

一

辨酔・・●．函-碑．蝿-内恥》

-咀設（洲・孔』程押毎

リサ淵曲●●軸・叩．ｆ

・

も

。

．

・

・

■

ｒ

・

・

・

．

・

扣

日
狸
丸
．
１
．
Ｌ

-曲抽岬卜唾．。●Ｌ

：
咄
ｆ
，
１
１
日

さ壱に拙稿「金銅仙人詩溪謡」〒述べたように篝向魏の桑崇の『魏略』や晉の窒裳歯の『藻

署宮湫』汀どの傳左ろ銅仙読莞娠よ旬可あの歌甚一癖戸たのだ弓ラヴや古の『高僧鱈』の二説話蓬

，
竜
■
卓
■
日
清
《
・

塾
鱗
せ
で
参
考
と
Ｌ
淀
弓
う
。
言
芝
に
綴
宥
め
昼
嫁
流
涙
嘩
誤
嗣
銅
仙
鉛
残
差
誇
誇
Ｌ
穴
も
の
と
寮
せ
ら
打
蔓

だ亮う・李篁ロ『高涛偉』もま元

説話と②類似が子楓乏語嶬亨喜蚕

祇一

侃
の
ち
綴
鏡
す
ろ
に
、
像

・

釘

ぽ

-

船
脈
上
す
に
及
び
、
船
主

巻
一
二
鐸
曇
露
識
七
」
に
い

壱
六
「
窪
雲
壼
こ
原
い
、
フ

÷

河
西
壬
沮
渠
蒙
遜
、
涼
土
至
鱈
擦
Ｌ
、
自
今
終
Ｌ
Ｔ
王
と
爲
ろ
．
：
：
…
承
玄
二
年
、
蒙
遜
-
河
至
濟
ラ
ニ
乙

伏篝末芝泡宰に戒ぢ．世子の騨國芝以丁前駆と濡す、末軍に威令打、興國・桧へ船宅。；：：

つか

騨
園
・
壷
広
凱
兵
仮
設
ざ
ろ
。
遥
大
い
に
得
〃
調
へ
ら
く
-
併
脈
事
・
ふ
ろ
も
奮
な
Ｌ
・
と
。
割
に
沙
門
の

五
十
巳
下
な
ろ
芝
這
斥
Ｌ
、
典
ワ
道
を
罷
め
Ｌ
む
。
蒙
壁
、
先
に
母
の
爲
仮
丈
六
の
石
像
壷
造
る
。
隙
、
透

ｂ

限
泣
瀞
し
て
涙
乏
す
・
流

昔
、
薄
膓
の
淘
侃
．
鶴
州
垂
經
領
す
。
漁
人
あ
〃
て
渇
中
阪
神
光
蓬
見
ろ
。
吾
タ
謡
壼
Ｌ
、
旬
を
霧
了
調
い

ょ
盛
な
り
．
怪
み
了
以
了
侃
Ｆ
白
す
？
侃
住
表
了
詳
視
寸
伺
ぱ
、
乃
ち
こ
桝
阿
青
玉
の
像
な
り
⑤
即
ち
棲
歸

し
元
試
昌
⑦
寒
溪
寺
脹
蓮
ろ
。
寺
主
砦
跨
・
誉
工
員
ロ
原
住
幸
。
夜
、
零
垈
寸
の
火
Ｆ
豊
Ｕ
工
房
像
潭
一

ひ
と
〃
龍
祁
の
團
続
す
ろ
あ
〃
、
吟
・
覺
防
了
馳
せ
て
寺
に
還
看
〃
寺
す
で
に
茨
蓋
Ｌ
丁
侯
だ
嫁
屋
存
す
。

侃
の
ち
綴
鎮
す
ろ
に
、
像
仮
壁
謹
あ
石
を
淑
了
・
便
董
這
し
て
迎
穣
す
。
教
十
人
こ
れ
を
塞
げ
て
水
に
至
〃
、

・

の

ぼ

-

非

へ

船脈上すに及び、船孝於霧浸す。使害、倦楓了乏逢一猿Ｌ・睾完に種弓誰はす，

ﾄ ー

『』呼二

、

フ
抄

■ 亡壬た雲んだ感ずで」「金調他人濤濤讓一と一言僧博』の次の一一つの

エヶ
’
一
・
一
一
一
ヨ 蟻

←

Ｐ
一
寺

’一一・一画Ｔ■一

＝

二 一
一

＃・唾

Ｉ

一

一・一

罐

ー

'５-２３ '０２５

一つ-一一一．一二．可一一』一二ニワ一一 ＝

・唖■砕〆-

．
Ｆ
ｆ
・
・

腱鈴叶
和貼的．。
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ヘマ、唖ＩｆＬ喝
ー

一
剖
庚
」
も
『
高
倦
傳
』
に
榛
ヲ
だ
と
考
え
て
不
宣
策
Ｔ
何
な
い
・

動
占

「劫表」が世零鋳ますｚと宗の劫火洞焼の餘嬉だとす洞ば、「劫茨飛謹古今卒』の句を鶴く尺

めに、鈎謹の典擦乏俳鐙に求防めｈけ順は何くまに森瀬氏口一弓今ずＦ『大言蔓論』垂引く．辰

だ
橋
駅
声
価
た
語
伺
・
論
旨
Ｋ
と
う
了
略
ず
し
も
雲
帖
で
は
な
陸
ま
穴
『
大
智
實
論
』
ロ
解
激
の
津
禦
・
説
話

の蜜・葎だが、・汪澤だから・潭崇査求例ろ侭は鐙藏Ｆ朔今ねｐなるまい。

１

１

『
併
読
長
同
含
輕
』
（
大
正
罰
崎
大
蔑
饗
毒
一
般
）
は
五
遣
鋸
の
ぼ
じ
防
に
北
天
竺
冨
寳
園
出
身
の
竃
で
槍

琴
霧
什
の
師
で
あ
「
振
併
碇
耶
舍
が
、
後
秦
の
都
の
長
要
で
、
京
州
の
常
の
竺
備
念
と
共
に
謹
出
Ｌ
た
し
の
で

琴
霧
什
の
師
で
あ
「
振
併
碇
耶

同晴伐←の濯噌菫の亭一いい・っ

阿
含
何
零
価
三
の
法
歸
。
法
歸
迂
吋
、
蓋
し
二
杁
萬
善
の
淵
荷
、
總
持
の
林
苑
。
其
の
黄
た
る
や
、
淵
博
弘

塞
、
謡
み
て
彌
い
ょ
磨
く
．
韻
か
に
調
禰
曹
昌
⑦
遮
乏
宣
く
眞
篤
異
齊
の
需
乏
割
判
Ｌ
古
今
威
歌
の
敦
．

塩
域
二
儲
品
物
の
倫
逢
壷
託
し
、
道
と
Ｌ
Ｔ
由
ら
ざ
る
無
く
、
芝
と
し
イ
在
ら
ざ
る
票
Ｌ
・
綬
の
巨
温
の
邑

川
の
録
す
ぢ
餉
な
ろ
仮
雪
ふ
。
故
一
卜
法
鶴
差
以
了
言
と
烏
す
。

「
二
鯨
」
何
六
妾
の
肇
名
「
雨
儀
」
と
同
じ
く
天
地
左
い
う
．
ま
て
『
阿
含
』
は
小
求
經
典
だ
が
、
帯
打
だ
け

に
佛
激
の
票
娼
に
近
い
寂
説
《
琶
浴
・
神
話
・
傅
説
等
王
綜
存
Ｌ
・
大
家
の
鍔
論
も
託
二
に
蟇
裂
釡
置
く
も
の
で

あ
ぞ
一
と
両
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
国
劇
州
割
劉
凹
壱
聿
一
：
、
詞
四
劃
剖
弐
饗
三
災
口
譽
究
阪
い
う
。

併
・
比
丘
に
吉
ぐ
。
四
事
の
長
久
繧
暑
臺
順
な
ろ
あ
り
、
日
月
溌
數
乏
以
て
稲
計
す
べ
か
今
ボ
ろ
な
り
。

こ
の
長
久
漂
量
無
限
な
る
時
間
董
胡
と
い
ウ
。
サ
ン
ズ
ク
リ
ッ
ト
の
蚕
言
凹
だ
。
四
事
は
四
劫
と
も
い
い
、

世
界
が
成
立
と
殿
壊
と
芝
縛
り
蓮
し
て
循
環
す
る
四
時
期
で
あ
る
。

’

、企
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ｒ -
Ｐ

～ １

。

．

グ

ー

。

少

『

０

ｑ

、

伊

毎

国

へ

凸

一

の

と

Ｊ

邑

由旬ぼ※＆画．“の信爵で．・席王不一・旧に←卿屋すち距離とさ打、一由旬ゞ
何ｔ～八キロ〆１トルに売

旋るらＬい・須瀬伽、層琴室切言謡で、世悶の中値大潟の中の金輪②上仁あり．高さ八萬由旬

で
”
、
大
我
は
ど
の
よ
う
汀
餐
過
重
た
ｚ
ろ
の
か
。

ご

●

△

１

一逹壊劫』一一・を空劫・一二雪成劫、四を住劫という⑲

”唾Ｅ二災あり．云河か三と息す。一は火災、一両水災、三は風茨・：。：火災はじ肋て起らん

と
す
る
鴎
・
此
０
世
閲
の
人
裂
な
正
法
乏
行
ず
。
：
：
身
壊
打
命
繰
っ
丁
光
琶
天
に
生
ず
つ
是
の
時
、
飴
獄
５

の服圭、罪畢〃今縛って人庖卜策生す、：．-此の因縁に上、了地獄道塞ぐ．ま蝿フ鈍激這奉二、、舵

然るりち・畜生這薑く。：。：蕊一六書妾、己って紫ろの有人壷キ、這餘あるなし。人窯窒』銑すなくワ

リ
白
「
て
・
此
の
世
の
取
壊
す
毎
阿
承
威
す
ろ
を
災
と
濤
才
・
そ
の
の
ち
天
降
雨
せ
ず
《
百
鼓
草
木
自
然
に

輔死す。佛、比丘広告ぐ。｜琴迂以了當広知るべし‘一飢行卿無常．言篝壊Ｌ-陦佑すべか妬

・
ら
で
石
を
．
有
爲
の
諸
法
は
蟇
だ
景
霊
す
べ
Ｌ
・
富
に
套
出
解
賎
の
道
を
求
西
、
へ
し
、
と
．
Ｒ
）

沃
漕
渠
流
を
』
了
盈
な
だ
く
乾
錫
せ
Ｌ
む
。

〉一-ののち久久にし了・大窯風の暴志し大潟水左吠くあり。渇水の深宝入萬四千由旬へ吹艸了

雨フに蝿かしめ《日富疑差取″、簿彌山の半ばに重く、地董去ろこと四薑二千由旬・日道中

侭舞く。ご例に鯨って世閉に二日出“つ喜謁リ。二日出で巳つ了、此の世間の←のら励弓小河．

い
が
毛云何が四と篇す。一Ⅱ世間Ｆ袋の漸く註フ了此の一世を壌今人とする崎。…：”’一阿此の世間の

壌
洞
巳
う
て
中
悶
空
曠
・
世
開
あ
る
獄
し
。
．
ｉ
二
月
天
地
初
納
丁
廷
ラ
マ
威
、
勺
ん
と
す
る
時
心
：
：
：
四

天
地
成
り
已
可
．
主
．

す

て
久
ノ
ー
不
壊

Ｉ

耳

愛

へ

畿一

一
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Ｉ
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弐・＄
．.ｉ

貼 呵

；：

…
．
●
も

怪
-
』

＝-

･ ニ

ン r 此
の
四
天
下
写
い
Ｌ
梵
天
の
大
の
洞
然
と
な
り
巳
リ
・
苓
鋤
駒
孝
夫
随
と
須
彌
山
こ
と
ご
と
く
茨
燵
奪
し
。

二楓が劫衣飛議了あろ。永矢霊災は省蕊する。融毒三一災の．｛涙が灰ぷん備鯉における魚鯛

型
で
同
じ
『
畏
阿
全
應
迄
ゞ
中
喜
一
兵
も
・
鮭
鋤
錯
綴
睡
迄
、
部
分
を
零
寵
し
て
鵠
出
し
《
諭
部
諸
輿
で
ほ
こ
旧

桝
今
蓬
ま
と
例
で
篭
讓
繩
原
織
う
”
￥
鈴
潅
静
垂
眺
繊
ろ
②
薩
苦
及
一
薑
い
ま
し
舜
涜
が
“
い
ま
ば
「
泰
王
欽
薑

に
鮫
舂
々 莞

の
の
ち
久
久
Ｋ
Ｌ
Ｔ
、
大
黒
風
の
暴
薄
す
ぢ
あ
Ｕ
・
渇
水
・
深
さ
八
霞
二
千
由
旬
・
或
墜
ｔ
雨
つ
臆
捜
か

《
Ｌ
鎧
日
宮
殿
達
取
り
、
須
彌
山
の
半
ば
に
置
く
”
絶
を
去
る
一
三
四
葛
二
千
由
旬
、
日
道
中
膵
要
く
。
ご

れ
仮
絲
川
出
開
Ｆ
三
日
出
ブ
石
あ
り
。
三
日
出
で
巳
っ
て
・
戯
勿
請
大
水
・
》
恒
河
￥
耶
婆
那
珂
・
阿
夷
霜
婆

捉
河
・
阿
摩
怯
河
辛
陀
河
ゞ
裁
舍
河
”
副
蕊
養
く
義
遥
Ｌ
鬘
鐸
あ
言
な
し
。

か
く
て
四
日
出
可
宗
琴
潟
弛
み
廓
乾
蝿
也
，
五
這
謹
了
海
水
週
綱
ま
し
、
六
日
出
了
諸
山
大
山
・
須
彌
山
王
鹿
な

烟
漣
艤
螺
し
．
七
日
出
て
諸
山
は
も
と
よ
り
四
天
王
古
宇
郷
繩
蚕
室
・
炎
琴
天
宮
ゞ
尭
率
天
宮
・
化
自
在
天
宮
・
６

他化自葎禾三・梵一大宮盈な詞毒と全焼し・、露は火焔一垂吹い了〉歪日天に享一り《函天下忍な洞然之な舵

|ノ 無
幽
入
蚕
が
ｘ
珊
壬
毒
梵
凸
己
宇
毛

勿
住
む
宮
殿
が
あ
看
竺
畢

『,４，罰、
.Ⅱ・・１
打.-，.ﾄ

ﾛ ﾛ ■ I

巻
二
十
二
学
四
分
世

火
災
過
ぎ
已
吋
．
・

満
す
．
雨
②
瞬
一
仏

住
む
宮
凝
が
あ
看
竺
い
う
。

ヘ

戯
の
世
竺
大
淀
壬
天
成
ぜ
ん
と
就
亨
暮
碇
←
：
”
か
．
ゞ
蕊
偽
遥
簔
ど
て
大
水
と
成
嘩
恵
邊
顎

雷
フ
Ｔ
天
下
大
闇
、
日
月
星
戻
臺
寅
あ
蓼
琴
く
←
ま
穴
歳
月
四
時
の
敦
な
し
。
￥
の
②
ち

』
ず
み
〃

．Ｕ冬雲。

饗
崖
本
縁
晶
毒
十
二
原
い
う

そ例周琶差ヨ月が満ぐ〃．六道・諸天がそ内叢洞叫腫あ呼毛頂上に帝綴夷

- 禁 〃

『も

年

諺
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１１ｆｌ三

生

・ゞ
明の雄荏が幸『李長吉票句解定本』Ｔ『寒色鯉』在引ま-◆←王碕の注がこ柄をうけ零法死殊林』に

謝廿ろ同経の文を引くが、言詮世饗』口傅永が鯛、勺かで琴いつ「世記經」よりは後出の-？しかし

園
察
の
餐
な
の
だ
君
ラ
亨
簿
旨
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
文
の
生
認
に
あ
い
て
著
し
く
労
る
。

ゞ
・
顕
梁
腫
中
村
元
『
併
菰
鶴
朱
鰐
』
辰
い
う
「
鍜
璃
“
吾
蝉
《
訂
例
言
恵
。
や
と
ロ
水
晶
量
毒
味
し
、
蕊
じ
天
か

ゞ
衆
生
の
味
が
Ｋ
・
地
か
ら
濤
許
出
喜
も
の
差
手
に
と
っ
て
食
べ
そ
の
味
を
知
る
言
が
錫
叫
、
含
琶
乏
生
じ

ろ
よ
う
に
な
り
「
衆
生
の
弓
篭
は
憲
漉
と
な
り
光
明
河
う
淀
仮
憾
し
，
ま
た
神
足
な
く
飛
行
す
ぢ
能
付
ず
」
。
そ

の
時
に
し
日
月
ほ
な
し
．
像
ひ
さ
し
く
し
て
大
暴
風
が
芝
〃
、
大
温
水
芝
お
し
ひ
今
去
ｇ
富
豪
を
調
取
し
・
須
彌

の
羊
ば
に
置
李
日
の
報
道
原
の
せ
ろ

●

宗
よ
り
出
で
西
仮
没
し
・
天
下

宗
よ
り
出
て
西
仮
没
し
、
天
下
を
周
旅
す
．
亭
二
日
宮
．
索
よ
り
出
で
西
に
浸
す
師
賭
に
衆
生
室
ふ
あ
Ｕ
・

長打部弓昨の日ないと・・壷何二か肝に非すと。毒三日宮・須彌山を綴り、東に出で西に淺魂釘，５

〃
の
時
、
衆
生
い
ふ
《
定
例
了
是
細
一
日
な
り
と
。
：
：
日
匡
堯
あ
り
”
｜
に
曰
く
常
住
宴
、
｜
辰
曰
く
Ｉ

宮
殻
・
宮
殿
は
四
方
還
見
す
、
故
に
園
し
、
寒
湿
和
這
。
天
金
の
餉
威
に
Ｌ
了
、
噸
製
間
画
し
二
分
な
り
．

天
金
は
純
眞
無
雑
、
外
内
漬
徹
Ｆ
Ｌ
丁
、
光
朋
遠
く
照
す
。
一
分
口
頗
裂
に
し
て
純
眞
雲
薙
外
内
情
徹
広

ｈ

故
に
衆
生
と
各
う
ぐ

此
の
世
主
尺
琴
ぜ
ん
と
欲
す
る
藍
・
鑑
御
衆
生
、
福
塞
ぎ
行
霊
宗
命
塞
李
・
尤
音
天
よ
“
命
終
Ｌ
了
此
の
闇

堕
永
生
す
ぢ
あ
り
、
み
な
溶
く
化
主
（
し
Ｔ
歓
喜
壷
食
と
篤
し
．
身
完
自
態
し
都
民
杢
乏
飛
ぶ
。
安
塞
漂
蕊

Ｋ
了
久
Ｌ
く
戯
の
間
に
住
す
。
爾
⑦
崎
、
寿
軟
尋
宝
上
下
な
く
．
ま
派
巽
各
な
し
《
衆
と
も
仁
沓
仮
生
く
。

天
金
は
純
》
無
・

員
雑

外｛

して、
光
明
遠
く
照
す
．

～

③

戸 醒

蘂つ

戸

群
一

、届?.,,,鴬,:,ｆ1 . ． ■ I ﾛ ■

. ． ■ 1

ｺ : ﾛ ･ ざ

．〒畠占
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二
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一ブス蓬憲嘘Ｌ庇」毎音漂厨から砿璃・汲寒等ご彗了が當了ら拘る．「泰王飲酒」で晒北末本祷同

か
「
暇
礁
」
と
Ｌ
・
陀
本
廊
烈
庁
「
暇
潔
」
と
す
る
．
「
螺
」
、
女
壱
ナ
と
Ｌ
て
口
華
訴
リ
で
「
潔
」
が
正
し
い
。
た

だ
黎
阿
梨
と
同
じ
だ
か
ら
、
『
戻
阿
一
屋
左
議
ん
だ
と
士
、
印
毒
卜
焼
ま
つ
い
↓
辰
一
懇
梨
」
の
字
面
が
李
騨
の
託
憶

中下部分を寒〈化し「秦王飲酒」王制作するとま「波”ごどなって-表出北、膀尺と考えハっ桝なくはな

Ｕ
・
車
純
な
誤
記
な
い
し
誤
寓
と
見
・
弓
洞
や
す
い
一
訪
文
一
丁
が
弩
の
こ
の
詩
の
興
擦
の
二
／
毒
確
定
す
る
志
毫

な
鍵
で
渦
１
北
宗
本
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
⑦
震
秀
乏
證
す
る
一
要
約
ｚ
い
え
よ
、
フ
か
○

近現代の評注家は跳氏今が鑛瑠〆つい了ゼフがく指摘してくれ仁佛興との關聯少一熟視する等差

省ｖＴ「義和謙日波蝿蓉こを威慢韓位の小器用な堅一暑とＬか見ない傾きがあるゞ
もとより〉てのよ８

，つな環万をも容洞ろ新奇芝表面一い湛えるのが雪の詩切長鮒献が-根嶽一仁古曲ハ重据たる鱒統手沽乏舵

寿門ていない。当空の庵いつ実＆權辱ｎｔのが千年の歳月に漂夫-楓Ｔなお銃く人の町を衝雫へ、つる肩

弓
-
う
か
つ金

捲
銀
門
、
銀
婚
《
垂
門
・
琉
璃
糖
水
精
門
、
水
積
椿
硫
璃
門
“
；
；
一
亦
珠
欄
馬
碓
洸
、
馬
硲
繍
赤
珠
株
．
、

李
雪
の
最
も
華
麗
な
詩
の
字
面
途
悪
わ
甘
言
Ｒ
宮
殿
細
部
の
瓶
寓
が
繰
り
ひ
弓
け
弓
楓
蔓
予
っ
し
て
，

日
天
子
自
身
、
先
王
試
司
丁
金
職
垂
照
し
、
今
墨
の
表
厘
日
宮
乏
照
し
．
日
宮
の
元
、
出
で
Ｔ
四
天
下
蓬
謂

前
節
に
引
い
た
文
広
籍
い
て
、

刀

一ハ

蓬＞

好

↑

15-28



。
Ｉ

・是應於て婚防了民主の名温り．

民主の十七世の聯が善見叩-六“ちぽ十四世の係が善思だ。

』

や

．

．

罫．-墓鴇より已束、十族⑦縛輪竪王易論可拓蕊難ス班》

の

で

、

こ

れ

に

従

『

・

た

．

爬

六
、
て
ぞ
の
宿
業
功
健
と
は
．
不
殺
生
、
不
壷
不
邪
婬
、
不
雨
舌
逗
口
・
毒
害
鯆
話
不
鎮
砿
←
不
鎭
壼

・邪尾⑦十種で十雲一とよば、ろ・同天孑についても何とんと同じ説明・かあり、同じく十篝の宿業○）

鈎
鋳
一
卜
よ
っ
て
月
天
子
と
生
れ
得
天
と
い
う
。
茨
Ｖ
で
君
主
の
却
景
が
崩
弓
抓
ろ
。
、
〔
Ｚ

衆生の開に生じ辰欲望はやがて財物田宅の秘有ひいて口寿の拳奪卜進舜、静訟鰐鑿量生じ葛が５

解
決
す
ぞ
巻
が
い
ワ
い
・
〒
ご
下
家
生
が
い
、
フ
。

我
等
い
ま
章
君
一
手
等
主
乏
立
て
、
善
く
，

芸
仮
減
割
し
て
以
て
之
Ｆ
供
論
す
べ
し
．
」

す
《
日
天
子
の
壽
、
天
の
五
一
白
歳
．
、
子
孫
相
承
け
て
閣
巽
病
署
な
し
・
半
切
宮
は
壊
獄
す
Ｌ
了
・
一
劫
乏
終
、
河
。

日
富
行
く
時
・
そ
の
日
天
手
Ｅ
向
く
言
あ
る
な
し
。
言
・
虻
苧
》
麓
が
行
庄
章
侭
壷
欲
壹
腺
冤
自
冷
相
鰻
察
魂

壹
日
室
行
く
時
、
照
敷
百
千
の
譜
大
天
稗
、
前
一
’
い
在
〃
て
導
從
す
．
獣
察
倦
と
な
く
祷
疾
を
好
察
す
”
是

に
因
っ
了
日
天
子
芝
名
う
け
て
梶
疾
と
蔦
す
、
日
天
子
、
身
上
り
千
光
壼
出
だ
し
・
五
百
光
何
下
照
し
-
五

琶
光
は
傍
龍
す
△
斯
椚
宿
業
巧
祷
に
由
る
が
故
に
此
の
干
天
あ
り
。

石
の
「
常
に
五
欲
乏
以
て
」
、
章
文
は
「
以
常
一
璽
欲
」
だ
が
月
天
子
釣
梱
當
部
分
で
「
常
以
五
欲
」
と
す
る

小之了衆中の威徳ある一入が選ば打．《

二
椥
に
炎

ー

録壼

善
く
人
尻
重

と
⑥

叢
り
、
篝
を
雲
Ｉ
」
妻
を
罰
せ
Ｌ
め
．
衰
等
衆
人
は
各
お
⑦

、

鱒
ザ』一

イ〃戸

■■

一 一

皐

|０２９

～
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’ 一寺
望

『長同含避』に画『斡諭窒王』差標題一小掲げるものが二つある、その一ぱ老一ハま一分韓翰聖壬

鯵行饗で・一一偲寿十八罪四分世謡饗轌輪聖壬誌潔三だ、聖至品にいう．

脚
、
比
丘
に
吉
ぐ
。
世
間
に
斡
輪
堅
王
あ
っ
て
．
上
富
を
成
就
Ｌ
、
四
神
信
あ
り
。
云
何
が
韓
輪
窪
壬
の
七

寳
董
戒
誠
す
る
や
。
一
卿
金
輪
雲
．
一
両
白
蒙
寶
、
三
口
錨
馬
害
・
困
廊
葬
玩
書
、
五
何
壬
な
富
．
六
は
唇

金
輪
何
天
睡
の
造
る
帥
で
餓
淫
一
丈
四
尺
．
千
輻
あ
っ
て
・
堅
王
俄
繭
陣
塵
現
す
る
。
二
打
に
ょ
、
了
鱒
輪

堅
王
と
い
つ
の
炭
．
堅
王
ぴ
金
輪
侭
「
崇
阪
往
け
」
と
い
う
と
、
金
譲
圃
函
神
は
華
か
楓
了
崇
鍵
す
る
。
聖
王
と

四
宍
が
嘘
行
し
、
金
輪
の
住
す
舂
竺
麦
産
篤
差
止
め
春
と
．
寒
巧
瞬
諾
鵬
國
王
が
貢
卿
を
捧
げ
て
来
て
い
う
．

山
た
だ
繍
唖
く
ぼ
聖
王
よ
．
こ
こ
に
養
丁
満
威
註
今
楓
主
．

止
め
よ
止
め
よ
”
請
寶
。
：
庭
だ
毒
匡
進
法
乏
蛾
て
港
能
し
て
、
鯖
姪
な
ら
Ｌ
Ｃ
石
勿
拭
。
画
内
董
Ｌ
て
Ｏ

非
法
の
行
あ
ら
Ｌ
む
ろ
毎
か
桐
《
身
ゞ
綴
生
せ
ず
・
人
を
し
て
瀞
生
・
倫
遥
←
邪
婬
・
雨
台
・
蓮
ロ
ー
妄
言
ス
Ｊ

受
綺
語
奮
駆
・
嫉
妬
郭
見
せ
ざ
る
②
入
産
ら
し
紡
茎
？
二
戸
認
ち
ろ
ブ
け
了
我
の
竃
む
ろ
所
と
為
す
・
５

こ
う
し
了
聖
王
阿
金
輪
に
零
か
祇
了
南
広
感
宍
・
西
原
剛
宗
．
塊
に
両
く
・
ざ
菫
易
世
界
の
枕
水
清
浮
零
蕩

砂
蕊
灰
金
輪
か
壼
幽
十
一
雷
電
南
光
十
由
旬
の
地
逸
難
す
る
と
、
天
神
が
中
這
い
域
野
董
造
り
’
七
重
の
櫛
循

七重の羅網・上室点よう了・七重脈いぐ壱ぞ、毎重§禄、ｈ何上寶侭襲諺了蘇壱掴-｜蘂敦の乗馬が和

鴨
す
る
。
城
廓
が
完
威
す
る
と
、
金
輪
は
減
中
広
謨
西
四
由
旬
．
南
北
二
由
旬
の
叱
麦
割
一
」
・
天
神
が
中
夜
一
卜
宮

毅達作ろ。冨稿口上室の七雲よ〃成剛，嬬譲の家雲が稚鴇ずろ。騎侭金輪付宮穀上の虚空中に住

窒
壬
が
答
え
ろ

寳
透
戒
試
す
ろ
や
。

士
奮
、
上
は
主
兵
篝
．

息

。

＝

嬬篝
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